
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
防
災
準
備
や
訓

練
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
地

震
が
来
た
ら
ど
う
す
る
か
、
家

庭
で
で
き
る
防
災
準
備
と
防
災

訓
練
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

地
震
は
ど
こ
で
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か

地
震
と
は
、
地
殻
の
変
動
に

よ
っ
て
地
面
が
揺
れ
動
く
自
然

現
象
で
す
。
特
に
、
日
本
は
火

山
列
島
と
い
わ
れ
、
地
震
の
起

き
な
い
場
所
は
な
く
、
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
今
で

も
日
に
十
数
回
も
の
地
震
が
起

き
て
い
ま
す
。

地
震
と
震
災
の
関
係

震
災
は
地
震
に
よ
る
災
害
で

す
。
地
震
が
小
さ
け
れ
ば
震
災

が
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
地
震
と
い
う
自
然
の

作
用
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的

な
混
乱
で
あ
る
震
災
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
力
を
高
め
よ
う

地
震
の
規
模
が
大
き
く
な
る

に
し
た
が
っ
て
震
災
の
規
模
も

大
き
く
な
る
の
が
普
通
で
す
が
、

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
の
が
防
災
力

で
す
。
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
対
し
て
、
被
害
を
不

用
意
に
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

準
備
を
し
、
訓
練
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
家
庭
で
の

防
災
対
策

も
っ
と
も
身
近
な
自
主
防
災

組
織
は
家
庭
で
す
。
大
地
震
発

生
の
際
に
家
庭
で
あ
わ
て
ず
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う

な
必
要
事
項
な
ど
を
確
認
し
合

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
と
っ
さ
の
安
全
確
保
と
火

災
防
止
の
手
順
は
　
②
家
屋
の

補
強
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
の

防
止
策
は
　
③
非
常
持
出
袋
の

準
備
と
置
き
場
所
は
　
④
幼
児

や
高
齢
者
の
避
難
補
助
の
役
割

分
担
は
　
⑤
避
難
経
路
と
避
難

場
所
は
　
⑥
家
族
間
の
連
絡
方

法
と
最
終
的
な
避
難
場
所
は
　

こ
う
し
た
個
々
の
家
庭
で
の

防
災
が
、
ま
ち
全
体
の
防
災
力

の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

万
一
に
備
え
て 

地
震
に
よ
る
出
火
な
ど
に
備

え
て
、
消
火
器
や
消
火
用
バ
ケ

ツ
な
ど
を
す
ぐ
使
え
る
場
所
に

用
意
し
、
風
呂
の
水
は
い
つ
も

た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
火
災
が
発
生
し
た
と

き
に
確
実
に
消
火
で
き
る
よ
う

に
、
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
訓
練
な

ど
に
参
加
し
、
消
火
器
の
使
い

方
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
に
避
難
す
る
た
め

の
懐
中
電
灯
や
、
床
に
飛
散
し

た
ガ
ラ
ス
で
け
が
を
し
な
い
よ

う
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
や
運
動
靴

を
身
近
な
場
所
に
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
①
け
が
人
を
速

や
か
に
救
出
・
救
助
す
る
こ
と
、

②
火
災
を
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
消
火
す
る
こ
と
、
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
規
模
な

災
害
時
に
は
消
防
や
救
急
の
活

動
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
防
災
活
動
を
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
住
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
自
主
防
災
の
活
動
を
助

け
る
た
め
、
町
内
会
な
ど
で
の

必
要
な
資
機
材
の
購
入
に
際
し

て
、
市
か
ら
補
助
を
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

対
象
は
、
例
え
ば
消
火
器
、

ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ー
ル
な
ど
い
ざ

と
い
う
と
き
に
あ
れ
ば
救
助
活

動
に
役
立
つ
も
の
の
購
入
や
防

災
倉
庫
、
救
助
活
動
用
テ
ン
卜

な
ど
を
購
入
す
る
場
合
で
、
事

前
に
申
請
を
す
れ
ば
補
助
さ
れ

ま
す
。
利
用
は
一
団
体
一
回
で
、

補
助
金
額
は
事
業
費
の
二
分
の

一
、
上
限
は
十
万
円
で
す
。
　

詳
し
く
は
企
画
管
理
部
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
、
奈
良
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出

火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
金
堂

の
壁
十
二
面
に
描
か
れ
た
世
界

的
な
至
宝
と
い
わ
れ
た
仏
画
の

大
半
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
教
訓
に
こ
れ
ら
の
国
民

的
財
産
を
火
災
・
震
災
や
そ
の

ほ
か
の
災
害
か
ら
守
ろ
う
と
、

一
月
二
十
六
日
が
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
宇
治
市

に
も
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

こ
の
一
月
二
十
三
日

か
ら
二

十
九
日

の
一
週
間
、
文
化
財

防
火
運
動
を
行
い
、
文
化
財
特

別
査
察
や
文
化
財
社
寺
等
の
自

衛
消
防
隊
と
の
合
同
消
防
訓
練

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
発
生
し
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
貴
重
な
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

世
界
に
誇
る
古
典
文
学
『
源

氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
。
そ

の
名
を
冠
し
た
「
紫
式
部
文
学

賞
」
が
伝
統
あ
る
女
性
文
学
の

継
承
と
発
展
を
目
的
に
、
こ
の

宇
治
市
に
誕
生
し
て
今
年
で
十

二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
数
々

の
文
学
作
品
が
選
ば
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
公
募
を
行
わ

ず
に
、
全
国
の
作
家
、
文
芸
評

論
家
、
出
版
社
及
び
新
聞
社
な

ど
や
市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

「
市
民
推
薦
人
」
に
よ
り
推
薦

さ
れ
た
作
品
を
選
考
の
対
象
に

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
日
ご
ろ
の
読
書

力
を
生
か
し
て
今
年
の
受
賞
作

品
を
推
薦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
紫
式
部
文
学
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
推
薦
し
て

い
た
だ
け
る
「
市
民
推
薦
人
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
定
員
…
１０
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
募
集
期
間
…
１
月
２８
日

ま

で
（
必
着
）

◆
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
１６
歳
以
上
の

人◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に
、
「
第

１２
回
紫
式
部
文
学
賞
市
民
推
薦

人
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
（
勤
務
先
・
学
校
名
）
を
記

入
し
て
文
化
自
治
振
興
課
（
〒

６
１
１-

８
５
０
１
、
住
所
省

略
可
）
へ
。

市
教
育
委
員
会
は
昨
年
十

二
月
の
定
例
会
で
委
員
長
に

岩
渕
淳
さ
ん（
７４
）を
選
任
し
、

職
務
代
理
者
に
は
八
木
八
重

子
さ
ん（
６５
）が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
長
の
任
期
は
、
平
成

十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
か

ら
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

①
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
身
の
安
全
を

②
す
ば
や
い
消
火
、火
の
始
末

③
窓
や
戸
を
開
け
、出
口
を
確
保

④
落
下
物
に
注
意
、あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

⑤
室
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を
つ
け
る

⑥
協
力
し
合
っ
て
救
出
・
救
護

⑦
門
や
へ
い
に
は
近
寄
ら
な
い

⑧
我
が
家
の
安
全
、隣
の
安
否
を
確
か
め
合
う

⑨
避
難
の
前
に
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
安
全
確
認

⑩
正
し
い
情
報
を
聞
き
、確
か
な
行
動
を

教
育
委
員
会
委
員
長
に

岩
渕
淳
さ
ん
を
再
任
　

　
１
月
２６
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

問 

消
防
本
部

ふ

ろ

災害に備えて防災訓練に参加（昨年）

家
庭
で
の
防
災
対
策



問 

健
康
生
き
が
い
課  

本
紙
一
月
一
日
号
に
掲
載
の

「
お
正
月
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
に
は
二
百
九
十
二
通
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
解

は
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
。
正
解
者
二

百
八
十
六
通
の
中
か
ら
Ａ
賞

「
植
物
公
園
入
園
券
」
は
山
田

正
治
さ
ん
（
伊
勢
田
町
）
ほ
か

十
九
組
、
Ｂ
賞
「
源
氏
物
語
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
入
館
券
」
は
広
瀬

真
理
子
さ
ん
（
神
明
）
ほ
か
十

九
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
に
際
し
て
い
た
だ
い
た
、

市
政
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見

・
感
想
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

よ
く
読
ま
れ
て
い
る
記
事
に
、

「
情
報
ボ
ッ
ク
ス
」
や
「
あ
ん

な
本
こ
ん
な
本
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

「
役
立
っ
て
い
る
」
な
ど
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
新
連
載

「
源
氏
物
語
」
に
は
、
分
か
り

や
す
く
て
次
が
楽
し
み
と
い
う

感
想
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
掲
載
に
つ
い
て

は
、
議
会
や
福
祉
に
関
す
る
よ

り
詳
し
い
情
報
や
、
市
内
の
地

名
の
由
来
な
ど
を
載
せ
て
ほ
し

い
と
い
っ
た
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
生
か
し
て
市
政
に
関

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

「
市
政
だ
よ
り
」
は
一
日
、

十
一
日
、
二
十
一
日
の
月
三
回

新
聞
折
り
込
み
で
発
行
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
毎
月
十
一
日
号

に
は
市
民
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
や
情
報
を
公

募
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

育
児
の
援
助
を
行
う
会
員
組

織
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
「
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
」「
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
か
子
育
て
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
人
が
い
た
ら
と
お
悩
み

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
子

育
て
が
一
段
落
し
て
、
こ
の
経

験
・
知
識
を
生
か
し
た
い
と
お

思
い
の
皆
さ
ん
。
ま
ち
の
皆
さ

ん
が
子
育
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で

す
。
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
地
域

の
子
育
て
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

◆
こ
ん
な
と
き
に
…
残
業
で
子

ど
も
を
保
育
所
等
に
迎
え
に
行

け
な
い
、
病
院
に
行
く
間
子
ど

も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
な
ど
　

◆
こ
ん
な
こ
と
を
…
保
育
所
へ

の
迎
え
や
そ
の
後
の
預
か
り
な

ど
、
で
き
る
と
き
に
で
き
る
だ

け
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
費
用
…
１
時
間
あ
た
り
７
百

円
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ
…
宇
治
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（

２２
・
３
８
４
５
） 

老
人
保
健
の
受
給
資
格
は
、

医
療
保
険
の
加
入
者
で
、
次
の

①
か
②
に
該
当
す
る
人
で
す
。

医
療
保
険
に
未
加
入
の
人
は
手

続
き
が
必
要
で
す
（
す
で
に
老

人
保
健
の
該
当
者
は
、
住
所
や

健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

●
対
象
…
①
７０
歳
以
上
　
②
６５

歳
以
上
７０
歳
未
満
で
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
の
あ
る
人
。
◎
障

害
基
礎
年
金
等
１
級
・
２
級
◎

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

級
及
び
４
級
の
一
部
（
音
声
・

言
語
機
能
・
下
肢
障
害
の
一
部
）

◎
障
害
者
手
帳
（
精
神
）
１
級
・

２
級
◎
療
育
手
帳
Ａ

●
手
続
き
方
法
…
①
７０
歳
以
上

の
人
に
は
本
人
あ
て
に
事
前
に

案
内
を
し
ま
す
。
７０
歳
に
な
る

人
は
誕
生
月（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
そ
の
前
月
）に
届
け
出
を
。

②
６５
歳
の
誕
生
月
か
ら
７０
歳
ま

で
に
前
記
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
は
健
康
生
き
が
い
課
に
申
請

を
。
な
お
、
障
害
の
状
態
の
分

か
る
も
の
や
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
等
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
受
療
証
が
あ
る
と
、
入

院
の
際
に
支
払
う
一
部
負
担
金

の
限
度
額
が
一
医
療
機
関
ご
と

に
月
一
万
円
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
…
老
人
保
健
医
療
の
受

給
者
で
人
工
透
析
の
治
療
を
受

け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
人
と

血
友
病
な
ど
の
人

●
手
続
き
方
法
…
老
人
保
健
医

療
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、

医
師
の
証
明
書
等
と
印
鑑
を
持

っ
て
健
康
生
き
が
い
課
へ
。
な

お
、
老
人
保
健
医
療
の
対
象
者

で
な
い
人
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

市
で
は
左
表
の
と
お
り
、
出

張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
政
だ
よ
り
二

月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
民
税
課

年
金
受
給
者
の
人
や
医
療
費

控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
で
確
定
申
告
を
す
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
、
ま
た
、
事

業
所
得
者
等
で
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を
対
象

に
宇
治
税
務
署
な
ど
の
主

催
で
説
明
会
・
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
還
付
申

告
の
人
は
ご
自
分
で
書
い
て
宇

治
税
務
署
や
別
表
の
相
談
会
場
、

ま
た
は
郵
送
で
早
め
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

宇
治
税
務
署
ま
で
。

問 宇治税務署
( 44-4141)

◆
住
民
税
申
告
の

　
出
張
受
付

＊確定申告説明会
◎確定申告説明会

◎住宅取得等特別控除説明会

＊確定申告相談会（申告受付）
◎確定申告相談会（申告受付）

◎年金所得者確定申告相談会（申告受付）

◎確定申告地区相談会（申告受付）

＊住民税申告の出張受付

　 会 　 場 　　月　日　

　 融 資 制 度 名 　   補給率（補給期間）

問 商工観光課

市では右表の融資制度を利用された人に対して、
前年中に支払った利子の補給を行っています。
　該当する人は２月１２日 までに商工観光課
に申請をしてください。
＜申請資格＞
次の利子補給の対象となる期間に応じた①か②
の当該各号に定める日において、市内に引き続き
１年以上住所（法人は本店所在地）のある人
◇利子補給の対象となる期間（融資実行から２年間）
が、①平成１３年１月１日から同年１１月３０日ま
での間に終了するものは、当該期間の終了日の属
する月の翌月１日。②平成１３年１２月１日以降
も継続するものは、平成１４年１月１日

市では下表の融資制度を利用された人に対して、
京都信用保証協会に支払った保証料の一部を補給
しています。申請資格など詳しくは商工観光課に
お問い合わせください。　　

取引企業が民事再生法適用申請、または会社更生手続き申し立てをしたことにより、売掛金の回収が
できず、経営安定に支障をきたしている取引中小企業者（認定要件を満たせば、中小企業信用保険法第２
条第３項第１号の認定申請が可能です）、また、②いわゆる狂牛病が社会問題化したことにより、売上高
減少といった経済的に大きな影響を受けている中小企業者（認定要件を満たせば、中小企業信用保険法第
２条第３項第２号または第５号の認定申請が可能です）は、市町村の認定を受けることで、京都府の融資
制度の相談（窓口は京都府宇治地方振興局商工課）をすることができます。該当する市内の中小企業者は、
市商工観光課で認定の申請をしてください。
　※それぞれの認定要件・必要書類については、市商工観光課にお問い合わせください。

求人はハローワークへ

問 ハローワーク宇治（宇治池森16- 4 20-8609 ）

　 融 資 制 度 名

◆中小企業融資の利子補給申請を受け付けます

◆保証料補給

◆中小企業信用保険法による認定



市
で
は
、
高
齢
者
等
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
た
だ

今
実
施
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染

力
が
非
常
に
強
い
う
え
、
合
併

症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、

か
か
る
と
生
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
世
界
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い

る
有
効
な
予
防
方
法
で
、
流
行

す
る
前
に
接
種
し
て
お
く
と
大

変
効
果
的
で
す
。
六
十
五
歳
以

上
の
人
は
、
一
月
三
十
一
日
�

ま
で
自
己
負
担
千
円
で
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

目
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
…
市
に
住
民
登
録
か
外

国
人
登
録
が
あ
り
、
接
種
日
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
満
65
歳
以
上

②
満
60
歳

〜
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
の
低
下
で
そ
の
疾
患
に

よ
る
障
害
が
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
程
度

▼
実
施
方
法
・
回
数
…
宇
治
市

・
城
陽
市
・
久
御
山
町
・
京
都

市
伏
見
区
の
高
齢
者
等
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
で
個
別
に
１
回
接
種

▼
費
用
…
自
己
負
担
金
千
円

(

た
だ
し
生
活
保
護
世
帯
と
全

員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
は

自
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

接
種
前
に
保
健
推
進
課
へ
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い)

※
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種

す
る
場
合
も
１
月
31
日
�
ま
で

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し

た
人
の
助
成
制
度
の
申
請
手
続

き
は
、
２
月
28
日
�
ま
で
で
す
。

予
防
接
種
済
み
証
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
代
金
が
分
か
る
領
収
書
、

本
人
の
銀
行
口
座
の
分
か
る
も

の
、
印
鑑
を
持
っ
て
保
健
推
進

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
協
力
医
療
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
、
保
健
推
進
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
市
役
所
一
階
の
市

民
交
流
ロ
ビ
ー
で
月
一
回
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
演
奏
で
、
憩
い
の

空
間
を
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格
…
市
内
を
中
心
に

演
奏
活
動
さ
れ
て
い
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ
。
音
楽
で
あ
れ
ば
邦

楽
や
洋
楽
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除

き
ま
す
。

◆
開
催
形
態
…
１
か
月
に
１
回
、

市
役
所
開
庁
日
の
午
後
０
時
15

分
〜
45
分
。
出
演
日
は
市
で
計

画
し
た
日
程
に
も
と
づ
き
、
相

談
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
演
出

・
進
行
は
出
演
者
に
任
せ
ま
す
。

◆
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
２
月
１

日
�(

消
印
有
効)

ま
で
に
文

化
自
治
振
興
課(

〒
６
１
１－

８
５
０
１
、
フ
ァ
ク
ス
21・

０

４
０
８)

へ
。
申
込
書
は
市
役

所
の
ほ
か
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
に
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項
…
謝
礼
・
交
通
費

な
ど
は
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
。

ピ
ア
ノ
以
外
の
楽
器
は
出
演
者

で
搬
入
・
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
窓
口
業
務
に
支
障
と
な

る
よ
う
な
大
き
な
音
響
の
も
の

や
特
定
の
団
体
、
個
人
を
中
傷

す
る
も
の
、
宗
教
活
動
や
政
治

活
動
、
営
利
を
目
的
と
し
た
演

奏
は
で
き
ま
せ
ん
。

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用

と
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
古

紙
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
行

い
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
古
紙

等
集
団
回
収
活
動
を
市
が
支
援

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
に
対
す
る

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ

き
、
ご
み
減
量
を
目
指
し
ま
す
。

◇
対
象
…
町
内
会
・
自
治
会
な

ど
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団

体
が
直
接
古
紙
回
収
業
者
と
契

約
し
、
継
続
し
て
行
う
古
紙
等

の
集
団
回
収
活
動

◇
報
償
金
…
１
㌔
グ
ラ
ム
あ
た

り
５
円
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今
回
は｢

地
震
に
強
い
木

造
住
宅｣

を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
ま
す
。

地
盤
や
建
物
の
基
礎
が
悪

い
と
、
地
震
が
起
こ
っ
た
時

に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

要
因
と
な
り
ま
す
。
盛
土
も
り
ど

や

埋
立
地
な
ど
の
軟
弱
地
盤
の

場
合
は
、
地
盤
改
良
や
基
礎

杭
を
打
つ
な
ど
で
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

地
盤
の
状
態
や
建
物
規
模
に

応
じ
て
、
基
礎
の
構
造
方
法

や
構
造
計
算
の
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
家
を
建
て

る
時
に
は
、
地
盤
の
調
査
や

基
礎
の
検
討
が
た
い
へ
ん
重

要
で
す
。

耐
力
壁
と
は
、
す
じ
か
い

が
入
っ
た
壁
や
構
造
用
合
板

(

耐
力
の
強
い
合
板)

を
釘

打
ち
し
た
壁
な
ど
を
い
い
ま

す
。
こ
の
壁
を
建
物
全
体
に

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
か
つ
必
要

な
長
さ(

構
造
計
算
で
算
出

し
ま
す)

を
配
置
で
き
る
よ

う
な
間
取
り
を
計
画
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
吹
き
抜
け

や
複
雑
な
間
取
り
、
連
続
し

た
窓
な
ど
は
、
地
震
に
よ
る

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
大

き
く
な
る
の
で
十
分
な
検
討

が
必
要
で
す
。

日
本
は
地
震
が
多
く
、
住

宅
が
被
害
に
遭
う
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
に

家
を
建
て
る
時
は
、
快
適
性

や
デ
ザ
イ
ン
も
重
要
な
要
素

で
す
が
、
地
震
に
強
い
構
造

に
す
る
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

で
す
。
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文
化
自
治
振
興
課

▼

昨
年
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

｢

マ
リ
ン
バ
の
演
奏｣
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採用職種 受験資格

土木技師
化学技師
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保 育 士
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保健婦(士)
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環境衛生作業員
自動車運転技師
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学校用務員
保育所調理員
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総合福祉会館
第１集会室
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生涯学習センター
第２会議室

２月16日
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総合福祉会館
第１集会室
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活発で明るく意欲と行動力のあ
ふれる人を求めます｡

△

職種・資
格…下表のとおり｡ なお､ 各種と
も国籍は問いませんが地方公務員
法第16条の規定による欠格条項
(成年被後見人または被保佐人等)
に該当する人は受験できません｡

△

採用予定者数…各職種とも若干
名

△

第１次試験日…２月10日�

申�１月23日�～29日�(土・日曜は
除く)に土木技師､化学技師､ 保育
士､ 保健婦(士)､ 環境衛生作業員､
自動車運転技師､ 保育所調理員は
市指定の履歴書と申込書を職員課
へ､ 学校用務員は教育委員会指定
の履歴書と申込書を教育総務課に
提出｡ 実施要項は両課にあります｡

�	
��
�����△

職種…看護婦(士)・ケアマネ
ジャー

△

資格…看護婦(士)資格ま
たはケアマネジャー資格と普通自
動車免許を持つ昭和31年４月２日
以降に生まれた人

△

採用人数…各
若干名

△

試験日…２月16日�､ 午
前９時～ 申�１月22日�～２月７
日�､ 午後５時まで(土・日曜と
正午～午後１時は除く)に公社指
定の履歴書 (６か月以内の顔写真
必要)と申込書､ 資格証明書を広
野地域福祉センター内､ �宇治市
福祉サービス公社へ｡ 履歴書・申
込書は広野・西小倉・東宇治の各
地域福祉センターにあります｡ 問�
同公社広野事業所(�48-4351)

����

�����������������
 !"#$%&'()*+,-,
宇治市内に本店のある業者を対
象とする､ 平成14・15年度の指名
競争入札等参加資格審査の申請を
受け付けます｡

△

申請期間…２月
５日�～22日	､ 午前９時～午後
４時半(いずれも土・日曜､ 祝日
と正午～午後１時は除く)

△

とこ

ろ…宇治市役所西館４階入札室

△

申請の資格…次の項目のうち､ １
つでも該当する人(業者)は申請で
きません｡ ◎契約を締結する能力
を有しない人または破産者で復権
を得ない人◎宇治市税､ 消費税及
び地方消費税を滞納している人◎
建設工事では､ 申請期間の終了日
現在で建設業法の営業許可を得た
後､ ２年未満の人及び経営事項審
査を受けていない人◎測量・建設
コンサルタント業務等では､ 申請
期間の終了日現在で当該業務の営
業登録後｡ ２年未満の人 問�契約
課｡ 詳しくは当課で配布している
申請要領で確認してください｡

�./012345△

とき…２月３日�､ 午後１時
～４時

△

ところ…西小倉地域福祉
センター

△

内容…普通救命講習
(応急手当ての重要性の講義､ 人
口呼吸・心臓マッサージ・止血の
実技)

△

定員…先着30人
△

受講料
…無料 申�１月27日�までに西消
防署(�20-3900)へ｡

��67&89 :; <�
この制度は､ 市内に居住する給
与所得者の皆さんに住宅の新築・
購入(既存住宅の購入を含む)､ 増
築・改築､ 修繕の資金を融資する
ものです｡ 融資限度額は､ 新築・
購入＝700万円､ 増改築・修繕＝500
万円 問�近畿労働金庫宇治支店
(�22-2829)か商工観光課

�=�>?@ABCDE5△

とき…１月26日�､ 午前10時
～

△

ところ…総合福祉会館前

△

販
売台数・価格…約50台(多数の場
合は抽選)､ 約5000円～１万円(500
円刻み) 問�市リサイクル自転車
販売協議会事務局 ｢同胞の家｣(�
20-4080)

��FGHIJKLM
園児の絵画や製作物､ 写真など
を展示します｡

△

とき…１月29日�

～31日�､ 午前９時～午後４時

△

ところ…中央公民館 問�学校教育
課

�JNOP*�QR*STUV
WXYZ[\]^_`abcd
WXefghi*jk`△

とき…２月２日�､ 午後１時
半～４時

△

ところ…文化センター
小ホール

△

内容…①基調講演＝地
方分権時代における市町村のあり
方について②パネルディスカッシ
ョン＝これからの市町村のあり方

を考える

△

定員…400人(申し込み
不要)

△

参加費…無料 問�企画課

�lmPno5△

とき…２月６日�､ 午後０時
半～５時

△

ところ…久御山町役場
コンベンションホール(現地まで
は市のバスを利用)

△

内容…講演
｢選挙が政治を変える｣

△

講師…
京都新聞社論説副委員長・不破哲
さん

△

対象…市内在住の有権者

△

定員…先着40人

△

参加費…無料
申�２月１日	までに市選挙管理委
員会事務局(�20-8798)へ｡

�pq*rsm△

とき・ところ…◎１月28日
､
午後１時半～３時＝東宇治幼稚園
(定員はありません) ◎１月29日

�､ 午前10時～11時半＝地域子育
て支援センター

△

定員…先着15人

△

内容…古はがきでたこを作ろう

△

対象…２歳～就学前の子と親
△

持ち物…古はがき 問�地域子育て
支援センター(�24-6511)

�tuvwxy%z{tV|}~
�����
申�小倉公民館(�22-4687)､ 木

幡公民館(�32-8290)へ｡ 保育は
ありません｡ いずれもふきん､ 三
角きん､ エプロン､ 筆記用具持参｡
�������

△

とき…１月30
日�､ 午前10時～午後２時

△

内容
…講演と若葉の会による調理実習

△

定員…先着25人

△

対象…市内在
住の人
��	����

△

とき…２月１
日	､ 午前９時半～午後２時

△

内
容…講演とスリランカ友の会によ
る調理実習

△

定員…先着25人

△

対
象…市内在住の人

���f��~Y3�5△

とき…２月22日	､ 午後１時
半～４時

△

ところ…西小倉地域福
祉センター (駐車場はありません)

△

内容…痴ほう高齢者の介護方法
について

△

講師…府立洛南病院・
森俊夫医師

△

対象者・定員…介護
者など先着100人 問�健康生きが
い課

������=��Z�V��
`S�NY����0���S
f���`���?Z��� ¡¢△

とき・内容…下表のとおり｡
いずれも午前10時半～午後４時15
分

△

ところ…生涯学習センター

△

講師…FCT市民のメディアフォーラ
ム・立命館大学メディアリテラシー
研究プロジェクト・鈴木みどり教
授ほか

△

対象…市内在住・在勤の
人

△

定員…先着30人

△

資料代…20
00円 申�同センター (�22-0220)

�£¤�I
申�講習会は同園 (�45-0099)へ｡

いずれも入園料が必要です｡
�
��
���小学生以上の
来園者を対象にコチョウランや鉢
などが当たる福引きをします(空
くじ無し)｡

△

とき…１月22日�

～２月17日�

���������植物公園で
詠んだ四季折々の俳句を観賞して
お楽しみいただけます｡

△

とき…
１月29日�～２月17日�

�������
� � �

�� !"#�

!$�家庭から出る生ごみなどで
作る堆肥とその上手な利用方法の
講習｡

△

とき…２月17日�､ 午後
１時半～３時半

△

定員…先着30人

△

材料費…無料

��	
��
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とき…２月12日�､ 午前10時
半～午後１時半

△

ところ…生涯学
習センター

△

定員…先着50人(保
育あり)

△

参加費…無料｡ 参加者
には農産物の詰め合せをプレゼン
トします｡ 申�宇治地方振興局(�
21-3211)へ｡

�r�Tp°±V²³~´y�
µ��¶·�*�K¸△

とき…３月３日�､ 午前10時
半～午後２時半

△

ところ…府立体
育館(京都市北区大将軍鷹司町)

△

内容…お祝いの会(知事と一緒
に親子でゲーム､ 記念品贈呈)・
ミニ運動会・交流会等 申�２月１
日	まで(必着)に､ はがきに ｢ひ
とり親家庭を励ます知事と新入学
児童等のつどい｣ 参加希望､ 住所､
電話番号､ 保護者名､ 新入学児童
の名前・生年月日を書き､ 宇治保
健所(〒611-0021宇治若森7-6､ �

21-2191)へ｡

�¹ºx�����»¼�½¾¿À
放送大学はテレビ・ラジオを利
用して授業を行う正規の大学です｡
４年以上在学し所定の単位を修得

すれば ｢学士(教養)｣の学位が取
得できます｡

△

募集学生…◎全科
履修生(卒業を目指す) ◎選科履
修生(１年間在学) ◎科目履修生
(１学期間＝６か月在学)

△

出願
受付…２月15日	まで

△

資料請求・
問い合せ…放送大学京都学習セン
ター(�075-371-3001)

�ÁÂhi�%ÃÄÅ[Æ�
申�１月23日�から同センター

(�46-0688)へ｡
�%&'()*+,-./01

23�

△

とき…２月25日～３月14
日の月・木曜､ 午後６時半～９時｡
９回

△

定員…先着20人(内中小企
業の従業員14人)

△

費用…１万40
00円

１月１日号３面の保健衛生相談
記事で､ １月25日	の献血会場は
大久保サティから市役所北側玄関
前(午前10時～午後０時半と午後
１時半～３時半)に変更されまし
たのでお知らせします｡
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情報
BOX

はな便り～号外編～百歌繚乱！
女声合唱団 はな

１月30日�
午後０時15分～45分
市役所１階市民交流ロビ－

・いつも何度でも
映画｢千と千尋の神隠し｣より

・七つの子 ほか
問�文化自治振興課

市民交流ロビーコンサート

出
演

曲
目

～ちょっとした思いつき､ ちょっとしたきっかけからはじめてみませんか～
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源氏物語ミュージアムでは､ 平安時代の貴族たちにとって
必須の教養であった和歌の世界に親しんでいただこうと､ 冬
期講座 ｢百人一首｣ を開催します｡

T ª ２月16日�
午後１時半～４時

T�ä 源氏物語ミュージアム
講座室

å æ 80人$çè-éê�ëì,
ÃÄí 無料
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